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STUDIES ON THE RADIAT10N EFFECttS ON T00TH

GERM CELLS IN RATS

By

Tomokazu FU」 IKI

Department of Oral Radiology, o saka University

Dental School

( DireCtor : Prof. Hajime FUCHIHATA )

Radiation effects of relatively low dose irradiation

on tooth germ cells in rats were studied electron micro‐

scopically. 丁hose radiation effects were estimated with

the changes of cell organelles of the preodontoblasts,

that is, mainly chromatin clumpings and deザ elopments of

lysosomes。  ・

From these studies, fo1lowing results were obtained:

1)Radiation effects such as chromatin  clumpings and

developments of lysosomes were detected even in the rats

irradiated with 25 rad(0.25 Gy )of radiationo Th8se

changes ¬ncreased according to the  increment    of radi‐

ation dose.

2)The moSt remarkable changes were shown at 6 and/or 12

hours after irradiation in each 9roupso   Reparative signs

。f th=se changes were shown at 24 hours after lrradiation.
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3) The more remarkable changes were found in the zone of

undifferentiated preodontoblasts than those of precursor

′  of preodontoblasts or well differentiated preodontoblasts.

Consequently, the undifferentiated preodontoblasts were

shown to be most radiosensltive。

4)  Slight Or moderate enhancement of radiation effects

were found in the groups irradiated under high pressure

oxygen, especially in the groups irradiated with 250 and

500 rad ( 2.5 and 5 Gy )of radiation.
●
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マ舷晨 レ、 パラアィン ι理
`後

、こうなに した ,ヽ
¨

●

θ

●



:5｀

′

.  vヽ ‐諄フ稼矛ゝ
`千

慨ル:マ :ヽ :ヘ マi卜 :青 シ:′′_フ 1´ :=
オヅンを裸tti杉 |_ノレ象21Q彪21象 レにぃ:_1  1

_立 0巨り:浣均:1    :己置ムL二_圧彊I駆J三二親
:I_1l IきIttLあ    IE[夏IttI[:I=″覆

●

,   |   |   |   |  ́       |       :

モ_:二う生二」生1_1肱_多りら1象1(_4L )_島_墜上く

“

」21回三え■_(_12_1_3_労

問 ) )=| エ 2_lE塑」≦

PrOpylen Oxidq」El■た二五上ュニ≦_Jとンえ、 Luft i二:二:ンニ

り

一印●

η _

t =逐
】I:覆:I_壱_五 i

卜ヽ1惨礎_象 |レ_l,三 .三 | |

HU‐ 12A理 寛

「   I~~ T~~T~~

____1__上 ____L__

後

1.  ヌ1

●



響び
・   ′

|1黒 無 1盟 2イル テ丁量乙1尼fi IILIし |,■ '|、

そ:の ●あ灌:ん

1確:|み

“
‐理 31・ :示 171五 ク:て 11_"1‐■すメ:}ジ ■|【知

嘉≡上二こ」夏k二九:痴蘇y面五墨豊lbII_L‐ Ci豪亜菰二し

西 lTIII島他西耳扁孤亜正」3涯褻覇
:藍:商万驚:L:「:覆画憂聯頭I;lI玉、所III
:夕IIレi:坂lil夏:石I麗蔦■二)::I蕩喜夏

=互
互亜≡西夏

フアI孫二覇5万 :IttLttLI三   二夏晶憂麗≡三:Iこ::I三二I
:A).IJ::I:互 :雇勇証歪亘正憂五正亜轟罰墓正亙亜正三L菱三
L_■HI:I高万1U_11lI亜覆亜111_

1月らの_万]と:″こ通ヶI壬暉直 I=―-4二亜覆互,こ藍「万

:._摯円』21"_1ト タ3_ち _2三_級 注″」__多 二ち」 口1_■_2L妥資:3__11

!マ cl).l■i二 JLilた 象影ヽジむ三月3と′ゞL前 :場レ:ケ秀

:知:潟 に
.ィう)ヽ 1イL_ツ _、 ■ |ご島kttr,_糸D19江慮″._'Z3、:tt/

′
な _Zν :、 ″を :手 |あ 他 イ2,三多多:術1_し _、 1極

しレtt示 ア 孫

(口 4a,b,c)_量二二_ユ ノぃ.二 21夕_A).B).C)。

●

__ _二 ,二 ら

●

|:=二 えメ:ろ 。

|し Ь`91電 吻像■:示 1_L/L比 :2.マ _゙あ Ъ.

1_」 =場 ‐ :島 |ル 角霞象1■|卜 L鯛彰に

'饗

●テT_眩 ヌィ II, レ

レ て 、

とな く

,え 、

アイ ン .′ ■ヾ 1内 :

日千棄の|テ
1ッ場|を |

竪、笏 ヽ ぁヽ ガ「

131ラ |、ッ ト 11入

3:気 :蔵 維酸|ネ

″,正射 時

負荷 クみ■

●
わ「δ′), レ zィ につい て、



ヽ
‐／●

]● 解 il_`灸 :3,6,1が ,24時間 :こ 渦ム

ノ

じLi秘詠Я■la
みし1., テf鯉

|ァィIH■ Ъ・17う ノここ4食 3,6,12

1_24i]監L間二9_1な錮 L正1__:二 _上亘 L逮 :舞二照 群
I型 ■_L_

正 面源I:蕩面丞蕩
=II可

~1ぞ

百π蕗粟夏五
う:み _F二 界 blれ 17141~・ L二 た二′:そな の _ら 付し

.:石

FI力::,_た

∝i二十ツ‐つ`1_レ 、 こ口_51_2_L」 lゝiと :J■ _1核 11襲 :o主1の 星:各 _万 F:平ス
~~~~I~~ ~ ~~一  … ‐ ― 一 ~~「 ~~¬~~~:~~~「 ~=~ ~r~― ― ,一

 ―
=~~  ~  

‐ ~~・ ~  ~― ― ― ― ―

三Iを _壻た_"工乳′ηくL_あ13__21ビヒ_ク 」な二手__今_口 の_1笑繁

暉.幼

●

●

Co‐ 60

7⌒ の

_ラ イ

飾毎
り　
、、ソ

曰
彩

　

ソ

核 げ の7b2)
への1久 ヲ2っ fl時 暇ら,

ンフウれ あ4暴
ど あ っ 下三。

●



′0

A.核 因の クロ2テ |ン 霧嬌2の 著i暑

二ニロ161,_二と二)ニヒ:絶二t二 _の 1圧:_71二れ たLヱ_阜三二
蒻」万三夏夏:「面 鳥匡覇正    通 _1

11ttL√ル :ら IげII夏「場 所 三
=IIII夏

ぎ
~ ~ 1~1~  ́       ‐            ~r  ―‐‐――――――F~~~~~―丁~~~「 ~~ ~・ ~ ~  ――――――  i―
■_(1コ  7_)二 _ フlノδi■ 13」 aギ__lJ■_核 |ゅ二月:田 :夕〕:ら _

:墓II正こIИ瓢圧覇巨甍薦IIIttLLI

IIIE:三井_耳藤狸轟葛:I□豆正:   憂
==:"

あ_り _さ _C・ ___ 1タヱ,ヽ11二 =ヾ_:JIJ・
i2駐フ:3_理_ぞ

ゐ_ラ _.__ _

ず
●

●

●

B. フ:イ ソ.ソ
―゙ム_ぅ _1_ム :,■__::__

●

●

一 τスク

.イ _｀ノゾ ´ ム

Iツ講ざ:字 il

しろうシ

独|ル _1ル

_112,_二 rソ亀_っ 73

二2メ嘲に_ィだ_Jli`矛_zr、

| |   |
|●   :     ,

考p夕 l二 )ヨ 手

運曇

`ろ

 1子 系っ

400m/泥:潔コぴあ み (〕コ8)

歿ηイ得 W・ 階 にトヮ Zヶ られ ろライソソ
゛
一´

ヽ
シ、が、 その入多行が・二,ぇ ラィソゾーム Lろ 芝



●
ノ′

●  れ、 し 二 現_″紀4oLと協 ゴL■ _9_9め _よ _う |こ 夭_● _

く13夕 F分 _猿_ヒ上,を:2二__二J理≧_10嘔_受

^_立
上■__示 _ゆ 霊

跛ヱ年二2ユ ぁニノニ、」こnュ れ一と・勇 L々ゞ孝
:3      覇II扇豆覇lIX

輪 肩圧:嘉憂五玉互
=:=モ

IttII=苓i鷲

―ヽエ レヱ三ニニ上上ゎに五庄〔狂二正発_影奪″、1_

上藁壺墨隼雀江nL生J上狙二上J堕牲島卓コニ上_立「
:≧__≧

盆
=La墨

二五立_   狂界 _21核ュニ ■_」九二

…
_上__三b率ヱ    ___ c。 _二要,抑 ;千 _と

ちを製し主_あ望     タイソ_/1_二=A_ぞ_ち _ノ __

●

●

c.__lη 能のネD:ηL内 ガヾ思セ

ミ ト3ン ド リア |こ

7リ ス アあ 唆十と、

め lTAイし

2め 、Pa琴 膜の苛乳
「5ヒ‐の竣イしが 1を め ら●



一
●

′え

れ た _が 、 そ
～

夕 の _%イじ だ 囃 ンJI千 Jζ 影 弯 ぞ :ち

}_だ_,_理準 主 コト_上上 鼻 上 1,_3為 ノ響_で_あ 1_312

こあ二五 J二 自_爵_      っヽ 二山 ,牽
-1-て工 _

二:立 __LttLだ翌型生    二

寝 ■iE上 コニ主ユ _:止 里

1'卜 上 _士立 上 _21並三 尺 重 Iニユ _ン壺二■jえ皇墜二彊螢 __

●

わ
｀

ヮ 磋 。 |

●

_3._螺 tと_建,ラIL_塚 Lコ _卜〕ス

__25 rad(0.25 Gy)_型J射』阜__

_翌_射 ュJと4し色豊J_1も デ_ヲlめ シれらヽヽつ`lJ___コ ●

珪士左_〕ヒ上_■ 桑oO乞 t'選 7ろ 詢

ラら、イギ浄D脇_バ 分 し″」_り ′訴

及テ身約 月ι厖_1多 ゥフ12ヽ ドル の

、 クイソ_ソ
=―

ムめな多2バラ愚の

0

らこうトワ}夕Ett Pろ滑_つ

しつ _■ 7tカイι方り

ク コ マ テ ン堆i

られ
'( 

口 11)

つ



′〕

● 50 rad(0.5 Gy)型 』圧罵争
|  |  |

二:正五癖殉亜回匹垂互五二_■_L…三二L空

二 勧 =三 遼lニユ LM4鮭 量 ゴ Jユ上 該 二 _7J:

21J三1221_tる1

●

一　

一」

■00■ ad神 Gy)_断 に

Ｉ
Ｌ

:認Lめ _えた■_._J_i_ク

ニl妥_り 二ヽ __静)_浚 _矛 _冴 ネ亀わ

ネ

　

め
　

Ｌ

ｔ

　

ム
．　

″

几

Ｉ
■
″

勝
”
‐‐
ン

一
め

れ

，
一
ユ

あ
一レ

嘉

励一一”覇一

竺
」
一″

′

カ

ー

一

・λ
一
刊
一　
二

牌

匠

臨

|●

●



ノ

“

●

0

●

250 rad(2.5 Gy)解 易T著

_‐財‐ 4_だ_生鮮 :最 _ヒ _忌Z.めじ上 上 l lu14 a)

p_三 二 軍 ri立_二■Ltt・-1_注 _ュィ:■1上二ゑ口Lた二重ヒ_九i_静
|

象 :ォ 1み 鼻,o乙 乃 _A体 上.k二 年二み撼たり ,生1__ソ :ガニ三 ム

の上ノし iめ _担_孝 み盛 ,́_z_E_メ リ P_三鍵鼻立
|             '

多と≧二ら_性 _ヒュ__コニ上 堕■_た重江LttT 250 rad i

`生

,上 J3壼鐵 2-メ J4ニー圧俎 虚_仁__■

ュ 3_詢_友牲 勉 J■ttL_立 13_、 _年 間 _そ β′ _スタ イQ

ノウ型の_覧 躊_1象 二ヽυていうが、12_2肇』LJ贅_ト ライ

Zゾ_=ム _、 _三左 J三 _夕 φ_2Pマ _テ_憂髭 埃 が 認 lめ

夕_=J望生.__三≧じ __三 __]を 1_′ ■二だた二月臭_月 ::_の ス _ス __二2_認 め_ウ _セ

う 。

500 rad(5 Gy)ギ、射群

貶行 つ形務 が

り内ェ十 六 ′ンニ

んか 年 |'あ 9レ F

夕^
　
・
タ

　
ム

７
Ｚ
″
　

皮^
、
　

一フ

'月
 lt

条0,多

イ‐/

Z2、 め

|=Jを

フ ー

れ 秘

b前

の う、

象分

手見″、
♪

フ ′「オつ

矛奈0月ι

あソ、
●



ノケ

● 該 の 7'7テ ン'徒 集ま__ラZ、夕られ_■.(由 15a).

回 111_bJふ べ |ム _千 妥ヽ :フ呵」

rTξ

IFTTa:i τ  ttjtti 3 1寺 閣 薇

羊 生 上 上 ^任_詢:泉_■|ムヽ 二月η ttt_示__ア 亀 陛 象 でI互

.11量 L唾二玄豊L`Eり 1じ ら多_象 員 の〕~」⊇三二十:ち」雄 ユ`
卜

r=― ―二 ―争 」′纏
=―

yヽ_二 _に 二 重 二 J LL_し に 哩

|て 「
~ ~~~ 1~~~「 ~~~~~~~~― ――下

「
可

~~~¬ ~~~T~~~~ ~「

~~~~~~~~~― 一― ― ― ――――――――  ――・ ―

―

――一 ――――・ ― ――・  ′     ― ― ―   ・  `  ~

隔二I「1'I=蓋LttII::i生』み段:―Lt il認 |の

[_見 16ぃ :メ _■ _9_御え_乳■麗 1,7生 示 レ筆_力 の_ぐ

匡二正三 TIIttT可 と_遅三_府 許 ,ゲヽ R_も ゥニ

こ豆:轟I業だ z⇒_う _“ ___
置  ―― ――

亜二1llttI:L立 :れ :蘊:ビ,あ 1を150,100,250,500 rad(0.5,

|つ〕_L二 丘 にJ_4_2)上三■ 豆二生ッ生ゾ_I^__″ 仏 妥乳ヵ]゛ え DF

I LIと型」:主堅L鰭 ゃ_県,1等il豊ゑ _レ ト .

4.睦 射効 果 の時間 6ヲ 登イしにつ いて

●

●

●

25 rad ( 0.25 Gy )

J、 フ ト .

照射群 む′ふ勧
50, 100, 250 rad

果あつし|」 ろ曰月

(|コ 17)



」     ′

`プ(0.5,1,2.5 Gy) 解、射燿ギで|プ ,1プフアJラ イ   ・
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